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免責事項 

以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報提供を

唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。以下の事項は、マテ

リアルやコード、機能を提供することをコミットメント（確約）するものではないため、購買決定

を行う際の判断材料になさらないで下さい。オラクルの製品に関して記載されている機能の開発、

リリース、および時期については、弊社の裁量により決定されます。 
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はじめに 

Oracle Web Cacheはセキュアなリバース・プロキシ・キャッシュおよび圧縮エンジンであり、Oracle 

WebCenterアプリケーションを大幅に高速化するとともに、サーバー負荷を軽減します。Oracle Web 

Cache はユーザーのブラウザと Web サーバー間に配置され、頻繁にアクセスされるコンテンツを

キャッシングおよび圧縮することで、サイトのパフォーマンスを向上します。Oracle Web Cacheは静

的および動的なコンテンツ・キャッシング、部分ページ・キャッシング、リクエスト・フィルタリ

ング、および圧縮機能を提供します。次の図は、WebCenter 配置での Web Cache の動作を示してい

ます。 

 

すべてのクライアント・リクエストは、ブラウザから Oracle Web Cacheへ直接送信されます（1）。キャッ

シュがヒットすると、コンテンツはWeb Cacheからクライアントへ提供されます（2）。Web Cache内

にコンテンツが見つからない場合、リクエストはWebCenter Spacesへ送信され（3）、データベースか

らコンテンツが取得されます（4）。取得されたコンテンツはWebCenter SpacesとWeb Cacheを介して

クライアントへ渡されます（4、5、6、7）。 

Web Cacheは次の処理を通じて、WebCenterアプリケーションのパフォーマンスを向上します。 

 メモリにキャッシュされたドキュメントを提供することで、アプリケーションを高速化します 

 コンテンツを生成するオリジン・サーバーの負荷を軽減します 

 複数のオリジン・サーバー間でリクエストをロードバランシングします 

 キャッシュ可能なコンテンツとキャッシュ不可能なコンテンツをオンザフライ圧縮します 

Oracle Web Cacheのインストール 

Web Cacheは、一連のWeb層ユーティリティ製品の一部としてインストールされます。2009年 11月

現在で最新バージョンの製品は、こちらからダウンロードできます。 

http://www.oracle.com/technology/software/products/middleware/htdocs/111110_fmw.html 

 

http://www.oracle.com/technology/software/products/middleware/htdocs/111110_fmw.html
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ダウンロードが終了したら、『Oracle Fusion Middleware Oracle Web Tierインストレーション・ガイド』

の指示に従って製品をインストールします

（http://download.oracle.com/docs/cd/E12839_01/doc.1111/e14260/toc.htm）。 

Oracle Web Cacheの構成 

インストールが完了したら、『Oracle Fusion Middleware Oracle Web Cache管理者ガイド』の指示に従っ

てWeb Cacheを構成します（http://download.oracle.com/docs/cd/E12839_01/web.1111/e10143/toc.htm）。 

少なくとも、次の項目を構成する必要があります。 

 処理ポートとリスニング・ポート 

 サイト定義 

 オリジン・サーバー 

 サイトからサーバーへのマッピング 

WebCenterをインストールする際、Web Cacheは HTTPサーバーの外側またはWebCenter Spacesインス

タンス内のいずれかに構成できます。HTTPサーバーの外側に構成する場合、Web CacheがWebCenter 

Spacesのフロントエンドになります。 

WebCenter Spacesの詳細構成 

1. Web Cache Resource Limits管理画面で、RCF JSライブラリがキャッシュされるようにキャッ

シュ・オブジェクトの最大サイズを増やします。 

 

http://download.oracle.com/docs/cd/E12839_01/doc.1111/e14260/toc.htm
http://download.oracle.com/docs/cd/E12839_01/web.1111/e10143/toc.htm
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デフォルト値の 100KBから、4MB（4096KB）に変更します。 

2. すべてのサイトに対して、次のルールを指定します。 

 

 イメージをキャッシュするが、圧縮しない 

 すべてのリクエスト・タイプに対して、CSSファイルをキャッシュおよび圧縮する 

 すべてのリクエスト・タイプに対して、JSファイルをキャッシュおよび圧縮する 

 HTMLファイルをキャッシュおよび圧縮する 

 SWFファイルをキャッシュするが、圧縮しない 

 すべての GETおよび POSTに対して、.jspxファイルを圧縮するがキャッシュしない 

 すべての GETおよび POSTに対して、¥.jspx.*$ファイルを圧縮するがキャッシュしない 

 すべてのリクエスト・タイプに対して、adw¥.jspxファイルを圧縮するがキャッシュしない 

 すべてのリクエスト・タイプに対して、profiling.jsファイルを圧縮もキャッシュもしない 

シミュレーション結果のメトリック 

次に、内部のシミュレーション・テストの結果を示します。これらの結果はサンプルとして提示され

ているものであり、使用状況やインフラストラクチャの設定によって実際の結果とは異なる場合があ

ります。 
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Web Cache使用時と未使用時の帯域幅シミュレーション 

 

 Web Cacheを使用した場合、標準 LANおよびデフォルト待機時間の応答時間は、Web Cache

を使用しない場合と比較して 12%向上しました。 

 Web Cache を使用した場合、256Kbps およびデフォルト待機時間の応答時間は、Web Cache

を使用しない場合と比較して 53%向上しました。 

Web Cache使用時と未使用時の待機時間シミュレーション 
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 Web Cacheを使用した場合、標準 LANおよびデフォルト待機時間の応答時間は、Web Cache

を使用しない場合と比較して 12%向上しました。 

 Web Cacheを使用した場合、標準 LANおよび 100ミリ秒の待機時間の応答時間は、Web Cache

を使用しない場合と比較して 29%向上しました。 

結論 

Oracle Web Cache はアプリケーションを高速化し、全体的なサーバー負荷を軽減することで、

WebCenter Spaces配置に多数の重要な利点をもたらします。 
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